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あらまし：情報システム開発を通じて，開発のための能力と汎用的能力の修得を目指す PBL（Project Based 
Learning）型の教育はさまざまに行われているが，プロジェクトを構成する学生の能力の差などが原因と

なり，作業負荷が特定の学生に集中して，消極的な学生のプロジェクトへの貢献が不十分になったりする

など，教育上の課題が残っている．PBL における諸問題に対し，筆者らは共有型リーダシップの概念の導

入や汎用的能力のルーブリックの活用によってこれらの改善を試みた．本稿では，本手法による情報シス

テム開発の PBL 型授業の概要とこれまでの実践結果について述べる． 
キーワード： PBL，共有型リーダシップ，汎用的能力，情報システム開発  

 
 
1. はじめに 
実際の情報システム開発と同様の開発プロジェク

トを経験することにより，開発のための能力と汎用

的能力の修得を目指す PBL（Project Based Learning）
型の教育がさまざまに行われている．経団連が会員

企業に対して行ったアンケートでも，日本の大学に

求められる教育プログラム面の改革として「課題解

決型教育プログラム（PBL 等）の充実」が他の項目

と比べて最も多い回答となっており(1)，本手法によ

る教育を受けた学生への人材ニーズが高まっている． 
筆者らは，情報システムの開発について企画から

システムのリリースまでの一連の工程を経験するこ

とと，各工程で必要となる知識・技術の修得，さら

にはその経験を通じた汎用的能力の修得を目指した

PBL 型授業を行っている．本授業の授業設計におい

ては PBL 型授業で生じやすいいくつかの課題を解

決・改善する方策を導入している．本稿ではこれら

の方策と 5 年間の実践の結果について述べる． 
 

2. 授業設計 
2.1 PBL の概要 
本 PBL 科目は情報系学科における 3 年次の学生

を対象とした情報システムの開発プロジェクトを遂

行する授業である．通年科目（前期・後期の 2 コマ

×各 15 回，うち計 4 回は進捗／成果発表会を実施）

であり，各チームにRFPを提供し，システムの企画，

要件定義，設計，実装，テスト，リリースまでの各

工程を行う．1 チーム 3 名を基準（最大 6 名）とし

て構成し，チームの構成員は前提科目の成績を踏ま

えてあらかじめ教員が決定する．  
RFP は実用途を想定したテーマを複数用意してお

き，各チームで検討のうえ 1 つのテーマを選択する．

RFP には，システム化の背景，システム化要件（機

能要件，非機能要件）などが記載されているのみで

あり，各機能に関わる業務シナリオやイベントフロ

ーなどは原則記載されていない．したがって，プロ

ジェクトでは RFP 記載の内容からシステム化の方

針を決めて企画書を作成し，業務シナリオなど検討

して要件定義書としてまとめ，それをもとに基本設

計へと工程を進めていく． 
各授業回ではチームごとに教員との進捗報告会を

行う．報告会では進捗確認だけでなく，成果物のレ

ビューや進行上の諸課題への対処方法などの指導を

行う．それ以外については各種の承認を除き教員が

直接指導することはなく，システムの完成を目指し

てすべてのタスクをチームで進めていく． 
図 1 にプロジェクト成果物およびプロジェクト管

理成果物の一覧を示す．ある程度テンプレート化さ

れているものもあるが，企画書，要件定義書，設計

書，システムプログラム，テスト仕様書兼報告書，

およびプロジェクト管理成果物は，ほぼすべてをチ

ームで作成する．プロジェクトにおけるタスク管理

には Redmine を，構成管理には Git を用いている． 
2.2 共有型リーダシップの適用 

PBL においては，チーム内の学生の能力の差など

が要因となり，作業負荷が特定の学生に集中したり，
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消極的な学生のプロジェクトへの貢献が不十分にな

ったりしてプロジェクトの遅延が生じやすい．とり

わけ後者については教育効果の面でも好ましくない．

この状況を改善するため，本 PBL は共有型リーダシ

ップによるプロジェクト管理としている．共有型リ

ーダシップのプロジェクトではメンバがそれぞれ異

なる役割のリーダとなって関わることでより効果的

なプロジェクトの遂行が可能になるとされている(2)．

本 PBL では，PMBOK に記載の 10 の管理タスクの

一部をメンバがそれぞれリーダとして担当する．例

えば，タイム管理担当者は Redmine 上でのタスクチ

ケットの管理や遅延タスクの周知とこの解消のため

のチームへの働きかけなどを主に行う．このように

することで各人の責任感や積極性の向上を図る． 
2.3 汎用的能力の育成 

専門的な知識に加え，「学士力」や「社会人基礎力」

などに示されるような分野に関わらず身に付けてお

くべき能力の育成が求められている．筆者らも「汎

用的能力」を定義して，その評価のためのルーブリ

ックやチェックリストを整備してこれを活用した授

業を学科として推進している(3)． 
プロジェクトでの活動を通じた汎用的能力の効果

的な育成を目指して，本 PBL では，①各人の作業週

報に「身に付けたい力」を記入する欄を設ける，②

成果発表会における相互評価を汎用的能力チェック

リストによって行うようにしている．例えば①につ

いては，１週間分の活動計画を週報に事前記載する

際に，その活動の中で重視したいと思う「身に付け

たい力」を汎用的能力の項目から選んで記入する．

次週の報告の際，１週間前に記入した内容を踏まえ

て自己評価することで振返りを促し，改善を意識づ

けることでこの能力の効果的な修得を図っている． 
2.4 成績評価の方法 

PBL では評価対象となる成果物がチームで作成さ

れたものであるため，実際の作業状況を踏まえた学

生ごとの公平な評価が難しい．チームごとにその中

で相対的に評価することは比較的容易だが，チーム

を超えた全体で評価を行おうとすると，開発してい

るシステムの難易度はさまざまであり適切に評価す

ることには工夫が必要である．とりわけ本科目は

JABEE 認定コースの必須科目であり，各学生が学習

到達目標を達成することが求められている．そこで

本 PBL では，成果物ベースのチームごとの評価より

も，リーダとして担当した管理タスクのプロジェク

ト管理成果物，作業週報，Redmine 上で入力された

作業実績，授業最終回の振返りワークシートなどの

個人別の成果を重視する評価を行うようにしている． 
 

3. 授業の実施状況および考察 
前述の PBL を 2022 年度までに 5 年間実施した．

図2に5年間の履修者の最終成績の傾向をまとめる．

5 年間の実施のなかで成績が年々向上しており，

2022 年度では B 評価以上の取得者が 8 割以上とな

った．この傾向は，開発工程や各種設計文書の記載

内容を見直して作業負荷を低減させるなどの変更に

よるものと考えられる．しかし，この変更は全チー

ムに関わる変更であるため成績の向上につながりに

くい（チーム別に相対的に評価しているため）．一方， 
2.4 で述べた個人評価に関わる成果物についてはほ

ぼ変更していない．そうであるにも関わらず成績が

向上する傾向となったのは，作業負荷の低減が個人

の活動を促進する効果として機能したものと考えら

れる．今後この点についての詳細な分析を行い授業

の改善を進めていく必要がある．このほか，履修者

の増加にともなう対応やタスク管理の徹底などが今

後の課題となっている． 
 

4. おわりに 
本稿では情報システムの企画からリリースまでの

開発技術と汎用的能力の修得をめざす PBL 型授業

の実践事例を述べた．共有型リーダシップによるプ

ロジェクト管理や汎用的能力の修得のための施策に

ついて説明した． 
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［プロジェクト成果物］ 
 プロジェクト計画書 
 システム企画書 
 要件定義書 
 基本設計書 
 詳細設計書 
 テスト計画書 

 システムプログラム一式 
 テスト仕様および報告 

- 単体テスト結果報告書 
- システムテスト仕様書兼報
告書 

- 故障処理票 

［プロジェクト管理成果物］ 
 進捗報告書 
 ガントチャート 

 チケット一覧 
 課題管理表 

図 1 最終的なプロジェクト成果物一覧 

 
図 2  過去 5 年間の履修者の最終成績の傾向 
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